
　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
　
介

象
を
よ
く
要
を
摘
ん
で
纒
め
ら
れ
、
殊
に
｝
々
の
章
典
を
比
較
的

詳
細
に
暴
け
て
あ
る
の
は
斯
界
の
研
究
者
に
ミ
つ
て
稗
肥
す
る
所

が
少
く
な
い
。
唯
だ
張
ひ
て
希
望
を
云
へ
ば
策
五
打
中
の
腺
飾
界

の
動
揺
及
洋
装
探
用
の
章
に
富
め
て
あ
る
武
家
服
翻
概
要
特
に
上

下
ぐ
」
そ
の
種
類
の
項
は
や
は
り
肚
會
の
階
級
ε
服
飾
定
型
の
章
中

に
牧
め
て
ほ
し
か
っ
た
こ
ε
で
あ
る
。
（
四
六
版
三
五
九
頁
、
東
京

雄
山
閲
回
覧
行
、
槽
燈
一
。
六
〇
）
〔
松
野
〕

鯵
海
南
小
一

柳
田
國
男
著

　
牧
む
る
ε
の
こ
ろ
海
南
小
記
、
與
那
國
の
女
た
ち
，
南
の
島
の

清
水
、
炭
焼
小
五
郎
が
事
、
阿
邊
三
佐
の
島
の
五
篇
の
う
ち
、
海

南
小
一
二
十
九
章
は
大
正
九
年
十
二
月
十
九
日
よ
り
翌
年
二
月
九

日
ま
で
著
者
が
学
行
さ
れ
た
臼
杵
宮
崎
ミ
北
洲
南
東
海
岸
よ
り
薩

南
諸
島
を
経
、
坤
縄
群
島
に
及
び
、
更
に
先
島
列
島
に
到
る
間
の

見
聞
録
で
あ
っ
て
，
南
國
の
風
景
文
物
風
習
は
勿
論
．
島
々
村
々

に
残
っ
て
居
る
徳
詮
や
ら
古
老
の
物
語
や
ら
，
或
は
村
入
の
物
語

る
珍
奇
談
を
夢
の
や
う
な
美
し
い
筆
で
叙
述
し
た
も
の
で
、
ミ
か

く
。
。
皐
調
に
隔
り
易
い
蕨
行
記
を
こ
れ
位
に
面
白
く
流
暢
に
も
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
魏
三
號
　
　
一
ご
○
　
（
四
五
入
）

ら
れ
た
の
は
著
渚
の
筆
致
の
脅
由
な
事
の
外
に
、
郷
土
に
關
す
る

深
い
輝
解
叢
浮
い
同
惰
¶
こ
が
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
事
は
疑
の

な
い
事
で
あ
ら
う
。
殊
に
私
は
石
敢
當
に
訂
す
る
著
者
の
観
察
に

岡
意
を
表
し
、
輿
望
國
の
女
た
ち
の
生
活
、
炭
焼
小
五
郎
の
物
語

に
恩
は
す
引
き
込
ま
れ
て
一
名
に
讃
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
を
白

玉
す
る
。
所
々
に
地
面
を
挿
入
し
て
讃
者
を
し
て
著
者
、
こ
共
に
其

の
境
地
に
あ
る
思
を
せ
し
め
、
少
い
な
が
ら
も
爲
眞
版
を
以
て
詮

明
を
補
ふ
て
居
る
の
は
、
此
の
種
の
薯
書
ぐ
」
し
て
は
是
非
か
く
あ

る
べ
き
事
の
範
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
四
六
版
三
七
九
頁
、
、
東

京
大
岡
山
書
店
稀
薄
、
慣
滲
・
試
○
）

⑳
郷
土
會
記
録

柳
田
國
男
編

　
編
者
や
新
渡
邊
博
士
を
中
心
ミ
し
て
明
治
四
十
三
年
秋
に
創
立

さ
れ
大
正
八
年
末
頃
ま
で
に
六
十
何
回
か
の
爆
睡
を
開
い
て
い
ろ

く
郷
土
に
帯
す
る
物
語
や
調
査
や
研
究
が
行
は
れ
た
郷
土
會
の

記
録
で
、
主
ミ
し
て
稗
田
氏
の
手
記
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
ら
し
い
。
郷
土
常
例
會
の
記
事
の
間
に
、
伊
豆
の
白
濱
曳
こ
丹

波
の
雲
原
、
三
本
木
村
風
立
の
話
、
豊
後
の
由
布
村
、
湯
埣
村
ミ



｝

火
焼
輪
和
、
大
山
及
び
三
峰
の
村
組
織
、
代
々
木
村
の
今
昔
、
刀
鍛

冶
の
話
、
富
士
講
の
話
、
隅
田
川
の
船
等
其
掌
上
で
報
告
さ
れ
た
廿

編
の
講
話
が
悩
め
ら
れ
て
居
っ
て
、
或
は
土
俗
墨
の
上
か
ら
、
或
は

入
文
地
理
學
の
方
面
か
ら
、
或
は
肚
漸
騰
の
方
面
か
ら
、
そ
れ
ぐ

他
に
は
求
め
ら
れ
な
い
面
白
い
材
料
が
含
ま
れ
て
居
る
。
説
明
を

補
ふ
た
め
に
等
量
が
挿
入
し
て
あ
る
の
は
、
何
よ
り
も
喜
ば
し
い

（…

l
六
版
二
六
㎜
既
貝
、
大
一
勝
目
田
漱
日
脚
、
〃
償
二
。
五
〇
）
〔
…
以
上
中
村
〕

翻
堺
市
史
講
演
集

　
本
書
は
咋
三
十
｝
月
堺
市
役
所
に
於
て
同
市
史
資
料
展
賢
万
言

同
時
に
開
催
せ
ら
れ
た
同
市
史
講
演
會
の
講
演
集
で
あ
っ
て
文
學

博
士
新
村
出
氏
の
「
飯
綱
ε
駄
洲
人
」
及
び
丈
畢
博
士
三
浦
周
行
氏

の
「
歴
史
上
の
大
堺
」
の
二
篇
を
誉
め
、
巻
尾
に
附
録
ε
し
て
同
市

史
資
料
展
覧
會
の
経
過
概
要
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
「
堺
港
言
鰍

洲
入
」
は
堺
港
ご
南
蟹
貿
易
、
堺
に
於
け
る
基
督
教
布
教
の
歌
態
、

江
戸
文
畢
に
反
映
せ
る
堺
の
野
外
關
係
の
三
節
に
分
ち
て
堺
の
鋤

外
史
を
蓮
べ
、
「
歴
史
上
の
大
堺
」
は
堺
の
嚢
群
地
、
堺
の
李
和
的

登
展
、
南
覇
ε
堺
、
堺
の
干
害
戦
、
蓋
明
貿
易
ミ
堺
，
堺
市
畏
の

　
　
　
第
十
巻
　
　
細
　
　
介

努
力
、
堺
の
繁
藤
、
堺
の
自
治
腱
、
堺
の
交
化
、
近
世
の
堺
の
＋
節

に
分
ち
て
繁
盛
暗
黙
の
堺
の
歌
況
を
蓮
べ
た
も
の
で
、
共
に
豊
冨

な
る
資
料
に
依
っ
て
各
自
得
意
の
方
面
か
ら
観
察
考
究
せ
ら
れ
た

頗
る
興
味
の
饒
か
な
講
演
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
其
の
表
装
は
濾
洒

紙
質
も
優
良
で
、
　
ご
紅
皿
快
感
を
磁
ハ
へ
る
。
圖
版
に
は
一
五
八
五
年

ヴ
エ
ネ
チ
や
刊
日
本
布
敏
年
報
に
見
え
た
堺
の
記
事
ミ
南
螢
屏
風

　
　
　
　
　
も

足
利
時
代
出
港
の
岡
S
が
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
（
芋
版
桶
〇
六
頁
、

堺
市
役
所
嚢
行
、
非
費
品
）

噛
國
史
激
授
資
料
（
第
】
輯
）

　
名
古
屋
温
故
會
は
從
來
遜
次
地
方
の
曳
料
及
び
史
蹟
の
総
葉
書

を
獲
饗
し
來
り
し
が
、
今
叉
國
史
教
授
資
料
第
四
輯
を
頒
て
り
。

本
輯
に
牧
む
る
ミ
こ
ろ
足
利
義
教
織
朗
信
長
の
霧
像
長
篠
合
戦
総

舞
風
、
訳
者
古
城
囲
の
絵
…
岡
を
始
め
ミ
し
て
織
田
華
甲
及
び
豊
臣

秀
吉
の
制
札
、
信
長
及
び
秀
吉
の
朱
印
状
徳
川
家
康
の
皆
濟
歌
大

石
良
雄
の
長
歌
の
留
書
、
新
弾
白
石
自
筆
の
折
焚
柴
の
記
の
圖
書

秀
吉
小
牧
陣
使
用
の
器
物
、
清
洲
城
蛙
、
津
島
紳
就
本
殿
、
李
手

政
秀
父
子
の
墓
に
至
る
十
五
枚
の
窩
醜
版
に
し
て
口
々
簡
傑
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
獲
　
　
　
一
二
糸
　
（
四
脚
九
）


